
1．はじめに

2．概　論

2.1　除湿ロータの構成
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2.2　除湿ロータの使用方法（フロー）
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シミュレーションを用いた除湿ロータの設計手法
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図1　除湿ロータ外観および拡大写真 



2.3　吸湿材
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3．除湿性能シミュレーション方法について

3.1　目的
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図2　除湿ロータのフロー例
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図3　種々吸湿材の平衡吸着量（吸着等温線）模式図 

・種類
　（何を？）
・担持量
　（どのぐらい？）

・開口率、幾何学表面積
・セルの形状
　（三角形，台形，…）
・ペーパー厚み

・空気条件（温湿度）
・風量比
・各ゾーン角度比
・ロータの厚み，回転数

3）操作条件2）ハニカム構造1）吸湿材

性能＝除湿量

図4　除湿性能に寄与する因子 



3.2　基礎方程式（計算モデル）

Gauss-Newton

3.3　検証実験
3.3.1　ロータサンプルの作製

表1 A

B D

図5

3.3.2　 除湿性能の実測値とシミュレーション値
の比較検証

表2
図6～8
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4．適用事例

4.1　製品開発への応用
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図5　作成したサンプルの吸着等温線

試作ロータ 吸湿材
A メソポーラスシリカ
B シリカゲル1

C シリカゲル2

D 親水性ゼオライト

表1　試作ロータの内容



（1）吸湿材選定

（2）ハニカム構造，担持量の決定

（3）最終仕様の決定

（4）確認試験

®AC-
SG 表3 図9
10

4.2　最適条件の探索

条件No. フロー

1

60℃

〈処理空気〉
温湿度：
30℃・16g/kg-D.A.

〈再生空気〉
温湿度：
30℃・11g/kg-D.A.

H
C

再生ゾーン（180°）

処理ゾーン（180°）

2

C
H

〈処理・パージ空気〉
温湿度：
14℃・8.5g/kg-D.A.

140℃再生ゾーン（72°）
パージゾーン（72°）

処理ゾーン（216°）

3

～ 140℃
H
C

〈処理空気〉
温湿度：
10℃・10g/kg-D.A.

〈再生空気〉
温湿度：
10℃・10g/kg-D.A.

再生ゾーン（90°）

処理ゾーン（270°）

表2　試作ロータの性能試験条件 

※いずれも風速は20℃換算値
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図7　「条件2」における除湿性能の実測値と
計算値の比較 
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図8　「条件3」における除湿性能の実測値と
計算値の比較
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図6　 「条件1」における除湿性能の実測値と
計算値の比較 



図11

5．おわりに

条件No. フロー

4

140℃
H

C

〈処理空気〉
温度：tP,in［℃］
湿度：xP,in［g/kg-D.A.］
面風速：2.0m/s

〈再生空気〉
温度：tR,in=tP,in［℃］
湿度：xR,in=xP,in［℃］
面風速：2.0m/s

再生ゾーン(90°）

処理ゾーン（270°）

5

60℃

〈処理空気〉
温湿度：
30℃・16g/kg-D.A.
面風速：1.64m/s

〈再生空気〉
温湿度：
30℃・11g/kg-D.A.
面風速：1.64m/s

H
C

再生ゾーン（180°）

処理ゾーン（180°）

表3　試作ロータの性能試験条件 

※風速はいずれも20℃換算値
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図9　「条件4」における開発品（ハニクル ®AC-SG）の
除湿性能曲線（実線は計算値、プロットは測定値） 
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図10　「条件5」における開発品（ハニクル ®AC-SG）の
除湿性能および温度曲線 
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図11　処理ゾーン最適角度の試算例 
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